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                ＜本件連絡先＞ 

                総務課広報係 堤・高柳・杉村 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 

＜記者会見項目予定＞ 

① コロナウイルス飛沫感染に関する研究 

 ～マスクの効果と歌唱時のリスク検討～ 

 【機械工学系 飯田 明由 教授】（別紙１参照） 

② STARTUP WEEKEND 豊橋 

 ＠豊橋技術科学大学キャンパス/MUSASHi innovation Lab CLUE 開催のお知らせ 

 【グローバル工学教育推進機構 髙嶋 孝明 教授】（別紙２参照） 

③ 東三河防災カレッジ 2020（オンライン開催）開催のお知らせ 

 【安全安心地域共創リサーチセンター長 齊藤 大樹 教授】（別紙３参照） 

④ 2020 年度豊橋技術科学大学一般公開講座開催のお知らせ 

 【研究支援課地域連携係】（別紙４参照） 

⑤ ハラスメント防止に向けて 

 ～「無意識の偏見」と SOGI ハラスメント～講演会開催のお知らせ 

 【ダイバーシティ推進本部】（別紙５参照） 

⑥ 女性のためのプレゼン力UP 講座開催のお知らせ 

 【ダイバーシティ推進本部】（別紙６参照） 
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＜別紙１＞ 
   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２０年１０月１５日 

 

 
＜概要＞ 

コロナウイルスの感染は、ウィスルを含んだ飛沫が原因と考えられているため、マスク

の着用や室内の換気をよくするなどの対策がとられている。しかし、マスクの効果につい

ては定量的な評価が少なく、コロナウイルスの感染が広まった当初は、マスクに対して懐

疑的な意見もあった。そこでマスクの特性について定量的な評価を行うため、理化学研究

所と共同でコロナウイルスを含む飛沫の室内での拡散解析やマスクによる飛沫の抑制効果

などについて実験及び数値解析による研究を進めてきた。 
本報告では、マスクの基本的な性能に関する実験結果を報告するとともに、カラオケ等

の歌唱時や飲食時に飛沫がどれだけ飛ぶかについての実験結果について報告する。 
・マスクの性能は素材によって異なるが、一定の効果がるため、室内では着用することが

望ましい。 
・飲食時やカラオケなど大声での会話は、通常会話と比較して飛沫数が 10 倍から 14 倍程

度となるため、十分な注意が必要である。 
 

＜詳細＞ 

コロナウイルスによる感染予防対策としてマスクが効果的あることが知られているが、

物理学的にどの程度の効果があるのかについての定量的な報告は少ない。また定量的な報

告の多くは、マスクに用いられる素材性能の評価であって、実際にマスクを着用した場合

の評価でない点が問題であった。そこで人工的に飛沫を生成する装置または実際に人がマ

スクを着用した状態におけるマスクの効果を定量的に評価した。 

 ・マスクによる飛沫抑制の効果（外部への流出抑制） 

 ・マスクによる飛沫吸引抑制効果 

 ・マスクの圧力損失評価（マスクの付け心地） 

マスクの性能はマスクの圧力損失が大きいほどよくなるが、あまり圧損が大きいとマス

ク自体を付けていることがつらくなるため、圧損と性能の両方を評価した。 

これらの実験結果より、マスクを着用した場合、飛沫が体外から排出される量はマスクを

着用しない場合の 20%程度に抑制できることがわかった。また、この実験データをもとに富

岳を用いた解析を行った結果、マスクを着用することにより飛沫の吸い込み量は非着用時

の 30%程度になることも確認された。 

マスクは素材によって性能と付け心地が異なる。日常生活の全てにおいてマスクを着け

続けることは難しい。運動する場合や比較的換気の良い部屋、逆に多くの人が集まる通勤

電車など様々な状況が考えられる。その時々の状況に合わせて無理のない範囲で、可能な

コロナウイルス飛沫感染に関する研究 
～マスクの効果と歌唱時のリスク検討～ 

～ 
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限りマスクを着用する人が多いことが感染抑制につながると考えられる。 

 

各種マスクの性能評価結果 

 

カラオケや飲食店による感染が問題となっているため、通常の会話と比較して、カラオ

ケや大声を出した場合、飲食を行った場合に、飛沫の量及び口から吐き出される勢いがど

のように変化するかを調べた。 

実験は被験者に流量計測用マスクを取り付け、会話、大声、歌唱、飲食時における呼気

流量の変化を調べた。また、被験者の口もとに熱線流速計を設置し、口からでる気流速度

を計測した。飛沫量については感水紙を用いて実験を行った。 

実験結果から以下のような知見が得られた。 

カラオケや大声で話す場合、75μm より大きな飛沫の量は通常会話と比較して、概 10 倍

程度増加する。また、飛沫が飛び出す勢いは 1.5 倍から 2 倍程度になることがわかった。

声の大きさが 15dB 増えると呼気量は約 2倍となる。歌唱のように節回しがある場合は、飛

沫の量がさらに増える傾向がみられた。飲食時には飛沫の量がさらに 3 割から 4 割程度多

くなる。 

これらのことから飲食店で大きな声で話したり、カラオケで歌ったりする場合、通常会

話と比べて飛沫の量が 10 倍から 15 倍程度となり、感染のリスクが高くなることを示して

いる。また、通常会話と比較して飛沫の到達距離は 1.5 倍程度増えるため、人との間隔を

十分に大きくする必要がある。なお、10μm以下の小さな飛沫の数は、大声や歌唱時におお

よそ 2倍となるため、十分な換気が必要となる。 
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各種条件における飛沫数計測結果 

 

     

    歌唱実験の様子         感水紙による実験結果 

＜今後の展望＞ 

マスクの素材ごとの性能の違いを富岳における解析の境界条件として組み込み、様々

な環境下での解析を行うことを計画している。また、歌唱実験や飲食時のデータも富岳

の解析に組み込み、カラオケ店や飲食店でのリスク評価を行っていく予定である。 

 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 堤・高柳・杉村 TEL:0532-44-6506 
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コロナウイルス飛沫感染に関する研究

～マスクの効果と歌唱時のリスク検討～

豊橋技術科学大学 機械工学系
飯田 明由

マスクと飛沫

不織布マスクのフィルタ部の繊維構造
繊維間 0.5～15μm、 繊維太さ：約5μm
資料提供：大王製紙株式会社

人から排出される飛沫の大きさと割合
10μm程度の大きな飛沫が多い）

Chao et al., Aerosol Science 40(2009)122-133）

・不織布マスクは繊維径(数mm)が複雑に絡み合い，0.5-15mmの無数の孔からなる
・人から排出される飛沫は1μmから1mm程度までの広い範囲に分布される
（ウィルスのサイズ0.1-0.3mmよりは大きい）
・マスクには飛沫の飛散・吸引を抑制する効果がある

7



マスクの実質的な効果
不織布マスク： フィルター性能（飛沫を95%程度カット）
マスクとして利用したときは，顔とマスクの隙間からの漏れが問題

実効的な飛沫抑制効果が不明

人工口腔モデルを用いた流れ場・粒子可視化計測実験
粒子数：パーティクルカウンターで計測
飛沫の勢い：レーザー光による可視化及び圧力損失計測

マスクの物理特性
実験によりマスクの物理学的特性を評価
• 圧力損失（飛沫の勢い）：自動車などの場合と異なり，圧力は速度の2乗とならない

→ 繊維周りの流れは低レイノルズ数流れになるため力学的特性が通常とは異なる

• 飛沫の抑制効果
→ 繊維孔径よりも小さな飛沫もブラウン運動，静電気により補足（小さな粒子の流れ）

フィルタ―の特性よりも顔とマスクの隙間の影響が大きい
同じ形状でフィルターの異なるマスクを用いて影響を評価

1.1 1.6p AV
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富岳による解析
マスクの力学特性を富岳解析における境界条件として活用

吐き出し時（飛沫を80%程度抑制）
材質による違いも評価

吸い込み時（飛沫量30%以下）
吸い込み量は顔とマスクの隙間に依存

マスクの性能

2 2

2 241 exp ,   ,   
2,75Re

n
nE P Cd P kV

Cd V

マスク効果Eは圧損に比例する．
マスクの息苦し差は圧損に比例する
圧損係数は低レイノルズ数効果により，自動車などより大きい

・圧損の大きなマスクほどマスクの性能
は高い

・布マスクでも一定の効果はあり，付け
ないよりは布マスクをつけたほうがいい

→
状況に合わせて無理せずにつけやす
いマスクを着用することが望ましい
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小中学校向けガイドライン（全音）

日常生活とマスク（全音）
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感染症フレームネットワーク解析
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感染症予測計算にマスクの効果を取り入れ，感染者数を予測
富岳の解析結果やマスク実験を感染症予測に活用

歌唱実験

カラオケ，合唱，飲食時の感染リスクを実験により調査
① 呼気流量計測（呼気計測マスク＋流量計）

② 呼気速度計測（熱線流速計）

③ 音量計測（騒音計）

④ 粒子数計測（パーティクルカウンター）

⑤ 感水紙を用いた飛沫数測定
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声の大きさと飛沫速度の関係

大きな声で歌ったり話すと，呼気速度が大きくなる（15dB増で2倍）

各条件における飛沫数
・大声で話したり，歌ったりすると大きな飛沫の量は通常会話と比較して，概ね10倍程度増加する
歌唱のように節回しがある場合は，飛沫の量がさらに増える
飲食時には飛沫の量がさらに3割から4割程度増える
・飲食時に歌うと飛沫の数は通常会話の14倍になる（カラオケ時のリスク）
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まとめ

• マスクの力学特性を実験的に評価
素材の違いにより効果や圧損に違いがあるが，感染抑制に
は一定の効果があり，マスクを着用することが望ましい

• マスクの特性を富岳の解析に適用
• 歌唱時や飲食時の飛沫について調べ，大声で話したり，
歌ったりした場合，飛沫の数が10倍以上となり，感染リスク
が高くなる

実験結果を富岳の解析に組み込み，様々な条件で解析を行
い，日常における感染リスクと予防について検討を行う予定
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＜別紙２＞ 
   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２０年１０月１５日 

 

 
 

＜概要＞ 

「スタートアップウィークエンド」とは、全世界で開催されている「起業体験イベント」

です。週末に、仲間といっしょにアイデアをカタチにするための方法論を、起業家や専門

家のコーチングも受けながら皆で学び、スタートアップをリアルに体験することができま

す。豊橋では 2017 年に有志が「スタートアップウィークエンド豊橋実行委員会」を立ち上

げ、これまで 4 回開催してきました。第 5 回目となる今回は、全国/世界中から集まる技科

大生と、地域のスタートアップに関心あるさまざまな人々を結びつけてイノベーションを

起こして行きたいとの想いから、豊橋技術科学大学が共催となり、11 月 27 日（金）18:30 か
ら 29 日（日）21:00 に、大学キャンパスをメイン会場、駅前の MUSASHi Innovation Lab CLUE 
をサブ会場として開催いたします。 
 

＜詳細＞ 

「スタートアップウィークエンド」は、金曜日の夜から日曜日の夜までの 54 時間に、仲間

作りをしながらアイデアをビジネスのプロトタイプにまで作り上げる「起業体験・教育プ

ログラム」です。2007 年アメリカのシアトルが発祥地で、その後急速に世界中へ広まり、

これまでに 150 カ国以上、1,200 都市以上にて 4,500 回以上開催され、23,000 以上のスター

トアップがここから誕生しています。全世界で 36 万人以上が既に体験しています。 

日本では 2009 年に第１回が開催され、2012 年からは特定非営利活動法人 Startup Weekend 
JAPAN として、東京のほか北海道から沖縄まで全国 30 以上の都市で開催しています。 

豊橋では 2017 年に第 1 回「Startup Weekend 豊橋」が開催され、今回が第 5 回目となります。

その企画にあたり、全国の高等専門学校と世界各国から豊橋技科大に集まる日本人学生と

留学生に多数参加してほしいので、キャンパスを会場としてぜひ開催したいと要望が寄せ

られました。 

イノベーション/起業の創出はこの地域の重要な課題であり、産学連携を推進している豊橋

技術科学大学はその中心的役割を期待されていること、アントレプレナーシップ（起業家

精神）教育の推進には地域社会の協力を得た実践が必須であることなどから、その趣旨に

賛同し、今回の共催に至りました。 

グローバル工学教育推進センターの高嶋孝明教授が大学側の実施責任者となり、第 5 回 
Startup Weekend 豊橋 リードオーガナイザーの飯嶋陽介氏と、昨年参加して今回のオーガナ

イザーの一員である応用化学･生命工学専攻 大学院博士前期課程 2 年の堤山瞬氏、その他

運営メンバーと協力して、開催に向けて準備を進めてまいります。 

以上 

Startup Weekend 豊橋 を 技科大キャンパスで初開催 

～ 学生･社会人が起業家･専門家と一緒にリアル体験する週末スタートアップ ～ 
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第 5回 Startup Weekend 豊橋 実施概要 
日 程 2020 年 11 月 27 日（金）18:30 〜 11 月 29 日(日) 21:00  

会 場 豊橋技術科学大学キャンパス（メイン会場）※ 

附属図書館マルチプラザ・カフェテリア/ひばりラウンジ・スチューデントコモンズ 

MUSASHi Innovation Lab CLUE（サブ会場：オンラインで接続） 
※「豊橋技術科学大学の新型コロナウィルス感染症拡大防止のための活動基準」に則って、要求される対策

を万全に行い、対面方式で実施する計画です。今後の感染拡大状況によって変更となる場合があります。 

参加者 40 名程度（学生・会社員・起業準備中・フリーランス・スタートアップへの関心者など） 

審査員 株式会社 テクムズ 代表取締役 鈴木孝昌氏 

株式会社 PR TIMES 代表取締役社長 山口拓己氏  ほか 

コーチ 武蔵精密工業株式会社 常務執行役員 伊作猛氏 

株式会社 Monozukuri Ventures 代表取締役 牧野成将氏 

株式会社 コークッキング 取締役 CPO 伊作太一氏 

株式会社 モリロボ 代表取締役 森啓史氏  ほか 

ファシリテータ Startup Weekend 認定ファシリテータ 松本哲氏（株式会社クラッソーネ執行役員 CTO） 

オーガナイザー 飯嶋陽介・玉谷幸代・阿蘓拓也・種田憲人・神藤将弘・堤山瞬 

開 催 主催： Startup Weekend 豊橋 実行委員会 

共催： 豊橋技術科学大学 

後援： 豊橋市役所、豊橋商工会議所 ほか 

スポンサー： 株式会社マップクエスト、武蔵精密工業株式会社、ジャパン・トゥエンティワン

株式会社、スマートエンジニア株式会社、弥生株式会社 ほか 

 

 これまでの開催実績  

 日 程 参加人数 会 場 

第 1 回 2017 年 2 月 17 日- 19 日 30 名 

コワーキングスペース・トライアルビレッジ 第 2 回 2018 年 3 月 16 日- 18 日 25 名 

第 3 回 2018 年 11 月 9 日- 11 日 20 名 

第 4 回 2019 年 8 月 9 日- 11 日 40 名 MUSASHi Innovation Lab CLUE 

第 5 回 2020 年 11 月 27 日- 29 日  豊橋技術科学大学 キャンパス 

 
 Startup Weekend JAPAN  https://nposw.org 
 Startup Weekend TOYOHASHI (Facebook)  https://www.facebook.com/swtoyohashi 
 第５回 Startup Weekend 豊橋（申込み） https://swtoyohashi.doorkeeper.jp/events/111462 

 
 

本件に関する連絡先 

第５回 Startup Weekend 豊橋 リードオーガナイザー 飯嶋 陽介  TEL:090-4156-4262 

大学責任者（グローバル工学教育推進センター教授）高嶋 孝明  TEL:090-9673-6389           

広報担当：総務課広報係 堤・高柳・杉村 TEL:0532-44-6506 
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学内問い合わせ先
l ⾼嶋 孝明 （⼤学側実施責任者・IGNITE 教授）
takaaki.takashima@tut.jp

l 堤⼭ 瞬（オーガナイザ・4系M2学⽣）
tsutsumiyama.shun.bv@tut.jp

startup weekend
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“Startup Weekend 豊橋” を 技科大キャンパスで初開催！
~ 学生･社会人が起業家･専門家と一緒にリアル体験する週末スタートアップ ~

2020年10月15日

豊橋技術科学大学定例記者会見

豊橋技術科学大学 髙嶋 孝明（グローバル工学教育推進センター教授）

スタートアップウィークエンド豊橋 実行委員会

リードオーガナイザー 飯嶋 陽介 (スマートエンジニア株式会社）
オーガナイザー 堤山 瞬 （豊橋技科大 応用化学･生命工学専攻 大学院博士課程前期2年）

スタートアップウィークエンド

金曜夜から日曜夜までの 54時間に、仲間作りをしながら、アイデアを
ビジネスのプロトタイプにまで作り上げる

「起業体験イベント・アントレプレナー教育プログラム」

2007年 アメリカ・シアトルが発祥地。運営は全てボランティア

全世界 150ヶ国以上、1,200都市以上、4,500回以上 開催
36万人以上が体験、23,000 以上のスタートアップが誕生

日本では2009年より開始、全国30以上の都市で開催

豊橋では2017年に「スタートアップウィークエンド豊橋 実行委員会」を
有志が結成して第１回 を実施し、これまでに４回開催。

2
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第５回スタートアップウィークエンド豊橋

豊橋技術科学大学との共催で、大学キャンパスを会場として開催

2020年11月27日（金）18:30  ～ 11月29日（日）21:00 の 週末３日間

全国/世界中から技科大に集まる日本人学生と留学生の多数の参加を期待し、

地域のスタートアップに関心あるさまざまな人々と結びつける

イノベーション / 起業の創出は、この地域の重要な課題
・豊橋技術科学大学がその中心的役割を担うことを期待されている
・アントレプレナーシップ（起業家精神）教育に地域社会の協力と実践が必須

※「豊橋技術科学大学の新型コロナウィルス感染症拡大防止のために活動基準」に則って、

要求される対策を万全に行い、対面方式で実施

・MUSASHi Innovation Lab CLUE（駅前）をサブ会場としてネット接続

3

“スタートアップウィークエンド” の流れ
参加者（学生・会社員・起業準備中・フリーランス・スタート

アップに関心ある人など 40名程度）

金曜夜、各自がアイディアを発表する１分間ピッチから開始

そして「マネジメントとビジネスモデルの検証」「機能開発」

「使いやすいデザイン」といった役割分担を、それぞれが担っ

たメンバーでチームを結成

日曜午後までに、ユーザーエクスペリエンス（顧客体験）に

沿った必要最小限のビジネスモデルを、一気に作り上げる

土曜午後に、起業家や専門家によるコーチング

日曜夕方に、投資家を想定した審査員の前で、最終ピッチを行

い、ビジネスモデル / 顧客検証 / ユーザーエクスペリエンス

デザイン / プロダクト達成度を軸に、審査して表彰

1日目（金曜日） ２日目（土曜日） ３日目（日曜日）

18:30  集合・紹介

19:00  夕食 & 交流会

20:00  １分間ピッチ

21:00  チーム形成

21:30  解散

9:00  チーム作業開始

12:00  昼食

14:00  コーチング

18:30  夕食

21:00 解散

9:00  作業継続

12:00  昼食

17:00  最終ピッチ

18:30  審査 & 授賞式

19:00  ｱﾌﾀｰﾊﾟｰﾃｨｰ

21:00  解散

※ ピッチ： 不特定多数のその分野に全く知識がない投資家などに対して、ごく短時間のプレゼンテーションで、

アイデアの可能性を提案して、相手に興味を持たせること 4
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昨年の実施風景

初日 ２日目 最終日

5

これまでの開催経緯

日 程 参加人数 会 場

第1回 2017年2月17日 - 19日 30名

コワーキングスペース・トラアルビレッジ第2回 2018年3月16日 - 18日 25名

第3回 2018年11月9日 - 11日 20名

第4回 2019年 8月 9日 - 11日 40名 MUSASHi Innovation Lab CLUE

第5回 2020年11月27日 - 29日
40名程度
を予定

豊橋技術科学大学 キャンパス

6

▶
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これまでの開催経緯

スタートアップウィークエンド豊橋は、
東三河地域のさまざまな企業の

バックアップにより実現しています

7

Startup Weekend 豊橋から生まれたビジネス

４回の開催で21個のアイデアが生まれました

今現在イベント後も継続して検討しているものは３つ

優勝を逃したチームの方がモチベーションが続くジンクス

ビジネスを生むだけが目的ではなくコミュニティ生成も目的

実際にビジネスが生まれました

株式会社TASUKIの モグジョブ は、第2回で生まれたアイデア

がベース。惜しくも優勝は逃すも、圧倒的なプレゼンに参加者

の誰もが負けを確信した

イベント終了後たった数か月のスピードで、豊橋商工会議所と

アライアンスを組み、豊橋技科大で最初の試行を経てローンチ
8
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第5回実施概要

9

日 程 2020年 11月27日（金）18:30 ～ 11月29日(日) 21:30

会 場 豊橋技術科学キャンパス（メイン会場）
MUSASHi Innovation Lab CLUE（サブ会場：オンラインで接続）

参加者 40名程度（学生・会社員・起業準備中・フリーランス・スタートアップへの関心者など）

審査員 株式会社 テクムズ 代表取締役社長 鈴木 孝昌氏
株式会社 PR TIMES 代表取締役社長 山口 拓己氏 ほか

コーチ

武蔵精密工業株式会社 常務執行役員 伊作 猛氏
株式会社 Monozukuri Ventures 代表取締役 牧野 成将氏
株式会社 コークッキング 取締役CPO 伊作 太一氏
株式会社 モリロボ 代表取締役 森啓 史氏 ほか

ファシリテータ Startup Weekend 認定ファシリテータ 松本 哲氏 （株式会社クラッソーネ執行役員CTO）

オーガナイザー 飯嶋 陽介・玉谷 幸代・阿蘓 拓也・種田 憲人・神藤 将弘・堤山 瞬

開 催

主催： Startup Weekend 豊橋 実行委員会
共催： 豊橋技術科学大学
後援： 豊橋市役所、豊橋商工会議所 ほか
スポンサー： 株式会社マップクエスト、武蔵精密工業株式会社、ジャパン･トゥエンティワン株式会社

スマートエンジニア株式会社、弥生株式会社 ほか

10

詳細はこちら

Doorkeeper
第5回 Startup Weekend 豊橋

イベントページ

Facebook
コミュニティ
交流ツール
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＜別紙３＞ 
 国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２０年１０月１５日 

 

 
＜概要＞ 

豊橋技術科学大学安全安心地域共創リサーチセン

ターでは、9 月 17 日より「東三河防災カレッジ 2020」
の受講生募集を開始しました。今年度の東三河防災

カレッジは、新型コロナウィルス感染症の感染予防

ならびに感染リスク低減の観点から対面形式の教室

講義を中止し、オンラインによる遠隔形式の講義

（※）を実施します。 
（※）遠隔講義の方法は、Zoom 等のオンライン通話アプリを用いたラ

イブ講義と YouTube 等の動画配信サービスを用いたビデオ講義の２

種類です。ライブ講義は、指定された日時に講義配信 URL にアクセス

してリアルタイムに講義をきいたり講師とやりとりをしたりするも

の、ビデオ講義は、自分の好きな時間に指定された講義配信 URL にア

クセスして文字音声動画を視聴するものです。ご利用の際は、インタ

ーネット接続されたパソコンまたはタブレットが必要です。 

 

＜詳細＞ 

東三河防災カレッジとは 

東三河防災カレッジでは、南海トラフ地震の発生に備え、自然災害の発生や防災について

の基礎知識に加え、災害発生後の業務継続や早期復旧および耐震診断・補強などの実用的な

知識、さらには災害時の避難所運営や防災まちづくりなど地域防災力の向上に不可欠な知

識を習得し、企業・自治体等の防災計画の策定や災害時の緊急対応において指導的な役割を

担える人材を養成します。 

 

募集対象 

どなたでもご受講いただけます。 

今年度は、オンラインによる遠隔講義で行いますので、インターネット接続されたパソコ

ン、またはタブレット端末をご用意ください。 

 

 

 

 

東三河防災カレッジ 2020（オンライン開催） 
開催のお知らせ 
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２つの履修コース 

東三河防災カレッジの講座には、「短期履修コース」と「長期履修コース」があります。 

「短期履修コース」では、公開講座を受講して、防災に関わる研究や実践の成果に基づい

て今日の防災のあり方に対する幅広い理解や考え方を学びます。 

「長期履修コース」では、公開講座に加えて、豊橋技術科学大学の大学院講義の中から選

択して受講し、より深い防災の知識を習得します。さらに、特別研究として、約１年半をか

けて、本学の教員の指導・協力の下、それぞれの受講生が所属する企業や自治体等における

防災上の問題解決に役立つ独自の研究を行い、その成果を報告書や論文等にまとめます。 

「短期履修コース」を修了した受講生には、修了証を授与いたします。「長期履修コース」

を修了した受講生には、長期履修コース修了証と履修証明書の他に「穂のくに防災エキスパ

ート」の称号（商標登録第 6285110 号）を授与いたします。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 各コースの概要は下記をご覧下さい ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

短期履修コース 

履修期間 

2020 年 10 月〜2021 年 3月までに開催される講義について 1回からご受講いただけます 

申込期間 

2020 年 09 月 17 日（木）〜各講義開催日の 1週間前まで 

開講日 

（１）オンライン化特別企画・ライブ配信講義 

2020 年 10 月 29 日（木）から順次開催 

現在、下記の講座について受講生を募集しています。 

第１弾：「コロナ時代の企業のレジリエンスとＢＣＰ」 

日時：2020 年 10 月 29 日（木）13:00-16:00（オンライン開催） 

募集人数：50名（最大 100 名まで可）、受講料：500 円 

講師：細川栄一（東京海上日動火災保険（株）RSP 担当エージェント） 

           増田幸宏（芝浦工業大学・教授／豊橋技術科学大学・客員教授） 

第２弾：「3.11 震災復興から考える東三河の暮らしと産業の「事前復興」」 

日時：2020 年 11 月 09 日（月）14:00-16:30（オンライン開催） 

募集人数：50名（最大 100 名まで可）、受講料：500 円 

講師：益邑明伸（横浜国立大学・研究員／東京大学・特任研究員） 

           萩原拓也（東京大学・特任助教） 

           小野 悠（豊橋技術科学大学・講師） 

第３弾：「熊本地震その後。〜アフターコロナの自助・共助」 

日時：第１部 2020 年 11 月 16 日（月）14:30-16:30（オンライン開催） 
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第 2 部 2020 年 11 月 17 日（火）14:30-16:30（オンライン開催） 

募集人数：各 50 名（最大 100 名まで可）、受講料：各 500 円 

講師：本塚智貴（明石工業高等専門学校・助教） 

           古賀元也（崇城大学・准教授） 

           辛島一樹（豊橋技術科学大学・助教） 

 

（２）オンライン・ビデオ配信講義 

2021 年 01 月中旬より順次開催 

 

長期履修コース 

履修期間 

2021 年 1月〜2023 年 3月（1 年 3 ヶ月間） 

申込期間 

2020 年 09 月 17 日（木）〜11月 24 日（火）17 時 

募集人数 

1〜5名 

受講料 

74,000 円 

開講日 

2021 年 01 月 04 日（月） 

 

 

各コースの申込方法など 

申込方法などの詳細は、下記ホームページまたは、ＱＲコード（東三河防災カレッジ 2020

特設サイトにつながります）にアクセスしてご確認ください。 

・東三河防災カレッジ特設サイト 

 https://carm070.wixsite.com/bosaicollege-tut 

・つながる防災ホームページ 

 http://carm.tut.ac.jp/bousai_archives/ 

・安全安心地域共創リサーチセンターホームページ 

 http://www.carm.tut.ac.jp/ 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 堤・高柳・杉村・林 TEL:0532-44-6506 

25



26



27



 

 

                

  

               

 

  

   

   

  

   

  

 

 

 

2020 10 29 14 40 16 10  

 
* URL  

 

   

＜別紙５＞

28



                                                   

 

  

 

プレゼンの before    

afterの違いに感動！ 

 

 

豊橋技術科学大学・豊橋市 主催 

 

プレゼン力 講座 
毎年ご好評いただいているプレゼン力アップ講座を今年は ZOOM を利用したオンライン

で開催します！プレゼンのためのノウハウを講義と個別指導で学びませんか？ 

 金 

  

豊橋技術科学大学 学長特別補佐 

中野 裕美 教授 

視聴   定員なし 

個別指導 3 名程度  

交流会  定員なし 

 

    
視聴   どなたでも 

個別指導 女性 

交流会  どなたでも 

 

講師 

定員 

対象 

〇受講が決定した方には 5 分程度のパワーポイン

ト（お好きなテーマ）を 11 月 18日までに提出

していただくことになります。 

〇11 月 20 日（金）セミナーは豊橋技術科学大学

で受講していただきます。 

個別指導を希望する女性の方へ 

オンライン参加の案内

内 

１部   13：30～14：00 
～良いプレゼンのために～ 

講義 

 

２部 

 

 
14：20～15：20 

原稿の修正点の解説と 
指導後のプレゼン 

  

3 部 

申込み＆問い合わせ 

〒440-8501  豊橋市今橋町１番地 

☎ 0532-51-2188  0532-56-5128（裏面参照）E-mail shiminkyodo@city.toyohashi.lg.jp 

 
 
 

 
交流会 

15：30～16：20 
（講師、スタッフ、受講者による交流会） 

テーマ「女性の活躍について」 
進行役：柴田隆行教授 

オンライン受講の方には、 

サテライト会場をご用意します。 

（詳細は裏面に記載） 

MUSASHi Innovation Lab CLUE 共催 

指導後 

女性のための 
 

  プレゼン 
14：00～14：15 
指導前プレゼン（3人×5分） 

豊橋技術科学大学 ダイバーシティ推進本部 

個別指導   11 月 10 日（火） 

視聴・交流会 11 月 16 日（月） 

 

    企画 

締切 

豊橋市役所 市民協働推進課（西館 4 階） 

 

 

 

 

・ZOOM によるオンライン講座に参加するための

URL や ID、パスコードにつきましては、受講申込

をされた方に事前にお送りします。 

・ZOOM の使い方マニュアルもお送りします。 

＜別紙６＞
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［個別指導申込用］ 

 

 

個別指導を受講される方へ 

（ふりがな） 

① 氏 名 ： 

② 年 代 ：       代 

③ 住 所 ： 〒     

④ 電話番号：    

⑤ メールアドレス 

⑥ 受講の動機 例：補助金申請に向けてアピール力のあるプレゼンをしたい 

（                                  ） 

⑦ プレゼン予定のテーマ 例：活動している団体の社会貢献度 

（                                  ）   

⑧  パワーポイントの操作 ： 経験１年未満（     ） 経験１年以上（     ） 

※どちらかに〇をつけてください        

⑨ このチラシはどこで手に取られましたか。（             ） 

女性のためのプレゼン力 UP 講座 

申込先：市民協働推進課  FAX：0532－56－5128 
E-mail shiminkyodo@city.toyohashi.lg.jp 

 

 

市民協働推進課では、メールアドレスをご登録いただいた方あてに男女共同参画に関する

セミナーの情報をメールでご案内をしています。案内を希望される方は、下記のアドレスあ

てに、件名を「男女共同参画セミナー開催案内登録希望」として、お名前、送付先アドレス

を明記の上、メールをお送りください。（登録アドレスは、携帯・PC 両方可） 

メール送付先：shiminkyodo@city.toyohashi.lg.jp 

 

個別指導の会場は、豊橋技術科学大学になります。 

申込者多数の場合、人数調整をした後、受講決定のご連絡をいたします。 

個別指導を受講できない場合には、オンラインでの視聴をご案内します。 

※セミナーの受付のみに使用し、他の目的には使用いたしません。 
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［視聴申込用］ 

 

 

 

（ふりがな） 

① 氏 名 ： 

② 年 代 ：       代 

③ 住 所 ： 〒     

④ 電話番号：    

⑤ メールアドレス： 

⑥ 参加予定：下記に〇をつけてください 

１部（    ） ２部 （    ） ３部 （    ） すべて（    ） 

⑦ 参加方法：自宅でオンライン視聴（    ） サテライト会場でオンライン視聴（    ） 

⑧ このチラシはどこで手に取られましたか。（             ） 

女性のためのプレゼン力 UP 講座 

申込先：市民協働推進課  FAX：0532－56－5128 
E-mail shiminkyodo@city.toyohashi.lg.jp 

 

 

市民協働推進課では、メールアドレスをご登録いただいた方あてに男女共同参画に関する

セミナーの情報をメールでご案内をしています。案内を希望される方は、下記のアドレスあ

てに、件名を「男女共同参画セミナー開催案内登録希望」として、お名前、送付先アドレス

を明記の上、メールをお送りください。（登録アドレスは、携帯・PC 両方可） 

メール送付先：shiminkyodo@city.toyohashi.lg.jp 

 

サテライト会場について 

MUSASHi Innovation Lab CLUE がサテライト会場をご用意します。 

〇ネット環境が心配、、、 

〇自宅では集中して受講できない、、 

という方々はぜひご活用ください！ 

＜場所＞ 
〒440-0888   愛知県豊橋市駅前大通一丁目 135番地   

 COCOLA AVENUE 3F 

＜連絡先＞ 

080-4417-0945 

※セミナーの受付のみに使用し、他の目的には使用いたしません。 
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